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≪み手のなかで≫

礼 拝 堂 が で き る

伊 東 愛 子

　
最
近
「
聖
ル
カ
保
育
園
が
建
替
え
ら
れ
る
そ
う

だ
」
、
月
島
の
地
区
に
う
わ
さ
が
流
れ
は
じ
め
て

い
る
。
「
新
し
く
立
派
に
な
る
で
し
ょ
う
ね
。
仮

園
舎
は
ど
こ
に
？
」
人
々
の
関
心
度
は
高
い
。
道

路
か
ら
直
接
礼
拝
堂
に
入
れ
る
、

誰
で
も
何
時
で
も
入
っ
て
い
け
る

こ
と
に
う
な
づ
く
。
「
素
晴
ら
し

い
事
だ
」
。

　
思
え
ば
昭
和
29
年
、
聖
ル
カ
保

育
園
が
教
会
付
属
で
開
設
さ
れ
る

と
な
る
と
教
会
の
信
徒
と
共
に
地

域
の
自
治
体
が
立
ち
上
が
り
協
力

し
て
事
業
が
始
ま
っ
た
。
英
国
の

婦
人
宣
教
師
ヘ
ン
テ
先
生
の
幼
稚

園
の
再
開
と
言
い
、
活
き
活
き
と

奉
仕
す
る
人
達
の
姿
が
、
今
の
状

況
と
重
ね
て
思
い
出
さ
れ
る
。
我
々
に
何
の
お
手

伝
い
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
「
何
か
し
た
い
」
と

卒
園
し
た
人
達
。
自
分
達
の
時
代
は
保
育
園
の
遊

戯
室
で
毎
朝
の
お
祈
り
を
し
た
り
、
ク
リ
ス
マ

ス
、
復
活
祭
を
祝
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
礼
拝
堂
が

出
来
上
が
る
時
に
は
正
面
に
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を

献
げ
た
い
。
孫
子
の
時
代
ま
で
伝
わ
る
よ
う
に
と

意
志
を
固
め
て
い
る
。

　
植
田
主
教
様
の
ご
理
解
と
教
区
の
特
別

委
員
会
を
初
め
と
す
る
皆
様
の
お
支
え
に

感
謝
。

 

　
ヘ
ン
テ
先
生
が
伝
道
に
熱
く
御
自
身

を
捧
げ
て
灯
し
て
行
か
れ
た
福
音
の
火

種
が
、
今
再
び
燃
え
始
め
よ
う
と
し
て

い
る
。
完
成
ま
で
の
道
程
は
ま
だ
ま
だ

険
し
い
も
の
は
避
け
ら
れ
な
い
と
思
う

が
、
す
べ
て
は
神
様
の
み
手
の
中
に
守

ら
れ
て
あ
る
事
を
信
じ
て
、
祈
り
つ
つ

歩
み
を
続
け
て
行
こ
う
と
思
う
。
月
島

の
地
に
宣
教
の
鐘
の
音
が
響
き
渡
る
日
を
待
ち

望
ん
で
や
ま
な
い
。

（
月
島
聖
公
会
信
徒
）
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１５（日）聖霊降臨後第24主日

主教巡回　神田キリスト教会

１６（月）人権委員会：日の丸・君が代

１７（火）ハラスメント防止委員会

　 常置委員会

１８（水）教役者レクイエム

山手Ｇ牧師協議会

信仰と生活委員会

１９（木）城南Ｇ牧師協議会

２０（金）信徒講座：竹内謙太郎司祭

２２（日）降臨節前主日

主教巡回　清瀬聖母教会

光の礼拝（主教座）

城南Ｇ教会協議会（聖アグネス）

２３（月・休） 第１０９(定期）教区会

２４（火）銀座朝祷会

教財務サービス委員会

２５（水）教区教役者聖餐式

２７（金）教区企画室

２８（土）人権委：祈りの会（聖バルナバ）

山手Ｇ光の礼拝（聖十字）

今週・来週 の 予 定

　１１月８日～２８日

◇
11
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
笹
島
キ
リ
ス
ト
教
連
絡
会
の
た
め

▽
滝
乃
川
学
園
の
た
め
▽
障
害
者
週

間
の
た
め
（
８
～
14
日
）
▽
人
権
活

動
を
支
え
る
主
日
（
11
月
最
終
主
日

11
・
29
）

◆
教
役
者
レ
ク
イ
エ
ム

11
月
18
日
（
水
）
10
時
半

主
教
座
聖
堂

説
教
　
　
須
賀
義
和
司
祭

▽
執
事 

島
田
弟
丸
▽
司
祭 

杉
浦
義

道
▽
司
祭 

坂
野
移
文
▽
司
祭 

鈴
木

光
武
▽
主
教 

後
藤
文
蔵
▽
司
祭 

西

村
敬
太
郎
▽
司
祭 

矢
崎
健
一
▽
司
祭

竹
田
鐵
三
▽
司
祭 

鈴
木 

勉
▽
司
祭

粟
飯
原
謙
▽
伝
道
師 

水
上
春
枝
▽
司

祭 

藤
井
慶
一
▽
司
祭 

今
井
献

◇
堅
信
受
領

11
月
８
日
　
三
光
教
会

▽
石
川
恭
温
▽
石
川
佳
子
（
三
光
）

◆
と
こ
し
え
の
平
安

10
月
31
日
　
浄
法
寺
紅
子
　（
74
）

聖
ガ
ブ
リ
エ
ル

11
月
３
日
　
迫
間
　
　
明
　（
81
）

　
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

11
月
８
日
　
西
山
　
キ
ヌ
　（
94
）

三
光

　
▽
一
羊
会
の
集
ま
り
（
人
権
を
守

る
た
め
の
対
話
）
　「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

と
裁
判
員
制
度
」
に
つ
い
て
菊
地
牧

夫
牧
師
（
キ
リ
ス
ト
の
教
会
水
戸
袴

塚
教
会
）
の
話
。
11
月
28
日(

土)

10

時
半
～
12
時
半
、
聖
バ
ル
ナ
バ
教
会

ホ
ー
ル
。
席
上
カ
ン
パ
制
。
照
会
先

℡
０
４
２
（
３
９
３
）
２
２
５
６
・

世
話
人
森
田
麻
理
子
。

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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▽
二
つ
の
《
光
の
礼
拝
》
　
①
主

教
座
聖
堂
活
動
委
員
会
・
降
臨
節
前

の
「
光
の
礼
拝
」
＝
11

月
22

日

（
日
）
17
時
、
聖
ア
ン
デ
レ
主
教
座

聖
堂
。
司
式
＝
植
田
仁
太
郎
教
区
主

教
、
説
教
＝
ラ
ン
ド
ル
・
ノ
ー
ラ
ン

司
祭
（
聖
オ
ル
バ
ン
教
会
）
。
照
会

＝
教
区
事
務
所
宛
。
　
②
山
手
教
会

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
降
臨
節
を
迎
え
る

夕
の
「
光
の
礼
拝
」
＝
28
日
（
土
）

18
時
、
東
京
聖
十
字
教
会
。
司
式
＝

須
賀
義
和
司
祭
、
説
教
＝
成
成
鐘
司

祭
（
聖
公
会
神
学
院
チ
ャ
プ
レ
ン
）
。

照
会
℡
03
（
３
４
２
２
）
１
０
３

７
・
会
場
。

　
▽
祈
り
の
会
～
人
権
委
員
会
「
日

の
丸
・
君
が
代
」
強
制
問
題
に
取
り

組
り
く
む
会
　
11
月
28
日
（
土
）
14

時
～
17
時
、
聖
バ
ル
ナ
バ
教
会
。
他

教
派
信
徒
・
教
諭
３
人
の
証
と
懇
談

会
。
参
加
無
料
。
照
会
℡
０
９
０

（
９
６
４
９
）
０
３
９
２
・
人
権
委

員
会
委
員
長
（
打
田
）
。

　
▽
正
義
と
平
和
協
議
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
　
09
年
度
第
４
回
協
議
会
に
先
立

つ
時
間
帯
で
開
催
さ
れ
る
講
演
会
。
演

題
は
「
命
を
つ
な
ぐ
働
き
を
め
ざ
し
て

～
私
た
ち
は
な
ぜ
野
宿
者
支
援
活
動
に

入
っ
た
の
か
～
」
。
名
古
屋
・
大
阪
・

東
京
で
す
す
め
て
い
る
炊
き
出
し
な
ど

に
つ
い
て
学
び
合
う
。
発
題
者
＝
松
本

晋
（
中
部
教
区
所
属
信
徒
・
笹
島
宣
教

セ
ン
タ
ー
代
表
世
話
人
）
、
田
宮
紘
執

事
（
大
阪
教
区
・
釜
ヶ
崎
宣
教
担

当
）
、
下
条
裕
章
司
祭
（
東
京
教
区
聖

ヨ
ハ
ネ
教
会
牧
師
・
浅
草
日
曜
給
食
活

動
代
表
）
。
12
月
５
日
（
土
）
13

時
、
浅
草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
。
参
加
費
５

百
円
。
15
時
半
か
ら
協
議
会
。
照
会

な
ど
は
教
区
宣
教
主
事
宛
。

　

《
今
、
こ
の
教
会
で
は･

･･

》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聖
愛
教
会

　
土
曜
日
の
昼
下
が
り
チ
ュ
エ
キ
ド

（
主
の
祈
り
）
を
韓
国
語
で
唱
え
、

教
室
が
始
ま
り
ま
す
。
４
月
か
ら
当

教
会
に
協
力
司
祭
と
し
て
お
越
し
い

た
だ
い
て
い
る
、
朴
美
賢
司
祭
の
韓

国
語
教
室
。
韓
国
語
は
勿
論
、
韓
国

の
文
化
に
つ
い
て
も
教
え
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
話
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
飛
び
な
が
ら
、
わ
き
あ
い
あ
い
と

し
た
時
間
が
流
れ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
月
２
回
の
聖
書
の
会
も
開
か
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
さ
ら
に
は

毎
週
火
曜
日
に
司
祭
に
よ
る
突
撃
家

庭
訪
問
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
朴
司
祭
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
か

ら
、
教
会
は
今
、
静
か
な
祈
り
の
中
に

あ
り
な
が
ら
も
、
と
て
も
活
気
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
　
　 

（
橋
本
優
子
）
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
31

　
信
徒
講
座
（
柳
司
祭
講
座
）

　
を
受
講
し
て

　
柳
時
京
司
祭
の
２
回
の
講
演
会

「
世
間
と
イ
エ
ス
の
常
識
」
が
、
①

「
鳥
は
左
右
両
翼
で
飛
ぶ
」
②
「
世

間
の
常
識
、
イ
エ
ス
の
常
識
」
の
タ

イ
ト
ル
で
行
わ
れ
た
。
１
５
０
周
年

記
念
行
事
・
礼
拝
の
振
り
返
り
か

ら
、
教
会
・
牧
会
・
宣
教
・
平
和
等

幅
広
く
歴
史
を
踏
ま
え
た
熱
意
溢
れ

る
お
話
に
多
く
の
示
唆
を
頂
い
た
。

　
学
び
の
主
題
の
一
つ
は
「
バ
ラ
ン

ス
の
大
切
さ
」
だ
っ
た
。
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
、
深
く
と
き
に
厳
し
い
語
り

か
け
か
ら
、
い
く
つ
も
の
言
葉
が
胸

深
く
飛
び
込
ん
で
き
た
。
そ
の
中
の

二
つ
三
つ
。
「
違
う
相
手
を
否
定
し

合
う
の
で
は
な
く
、
両
方
を
生
か
せ

る
方
法
を
考
え
る
」
大
切
さ
。
バ
ラ

ン
ス
を
取
る
た
め
に
は
、
「
考
え
る

力
、
悩
む
力
、
探
し
続
け
る
力
が
必

要
」
と
教
え
ら
れ
た
。
柳
司
祭
の
恩

師
の
言
葉
「
コ
ン
パ
ス
の
針
は
正
し

い
北
を
指
す
た
め
に
い
つ
も
揺
れ
て

い
る
。
揺
れ
て
い
る
と
き
こ
そ
コ
ン

パ
ス
は
生
き
て
い
る
」
私
自
身
の
内

な
る
コ
ン
パ
ス
も
イ
エ
ス
さ
ま
に
向

か
っ
て
針
が
揺
れ
動
く
。

　
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
の
言
葉
と

し
て
「
神
さ
ま
が
造
ら
れ
た
こ
の
世

界
の
中
で
、
自
分
が
そ
の
世
界
に
ど

う
関
わ
っ
て
い
る
か
を
意
識
し
て
い

る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が
理
性
」
と
話

さ
れ
た
。
こ
の
言
葉
も
忘
れ
な
い
。

　
最
後
の
晩
餐
で
イ
エ
ス
さ
ま
が
仰

っ
た
「
…
こ
の
よ
う
に
行
い
な
さ

い
」
の
意
味
は
、
形
で
は
な
く
「
血

と
肉
と
で
象
徴
さ
れ
る
イ
エ
ス
の
働

き
を
思
い
出
し
な
さ
い
」
と
云
う
こ

と
。
復
活
の
イ
エ
ス
さ
ま
は
弟
子
た

ち
に
「
あ
な
た
が
た
に
平
和
が
あ
る

よ
う
に
」
と
云
わ
れ
た
。
「
平
和
は

望
み
祈
る
だ
け
で
は
だ
め
」
私
た
ち

は
「
平
和
の
た
め
に
働
く
人
に
な
り

な
さ
い
」
と
促
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
韓
国
聖
公
会
か
ら
派
遣
さ
れ

た
20
名
の
教
役
者
が
日
本
で
働
い
て

お
ら
れ
る
と
云
う
。
日
本
聖
公
会
が

韓
国
宣
教
師
に
何
を
求
め
て
い
る
か

分
ら
な
い
こ
と
が
問
題
と
云
わ
れ

た
。
恵
み
と
課
題
の
大
き
さ
を
思
っ

た
。
９
年
と
い
う
長
い
歳
月
、
日
本

聖
公
会
、
東
京
教
区
、
立
教
で
の
お

働
き
を
通
し
て
様
々
溢
れ
出
る
思
い

や
提
言
を
、
柳
司
祭
は
言
葉
を
抑
え

心
を
込
め
て
話
し
て
下
さ
っ
た
。

カ
ム
サ
ハ
ム
ニ
ダ
！

       

　
池
袋
聖
公
会
　
松 

本 

潤 

子


